
線
で
結
ん
だ
も
の
を
三
段
並
べ
て
い
る
。
次
に
□
を
縦
に
三
段
並
列
さ
せ
て
斜

線
で
結
ん
だ
も
の
を
二
組
、
そ
の
下
に

「
戸
」
を
四
段
、
「
戸
」
以
下
は
不
明

で
あ
る
が
二
文
字
み
ら
れ
る
。
建
物
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
鎮
宅
安
寧

を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
木
簡
ω
の
解
読
に
あ
た
り
立
命
館
大
学
本
郷
真
紹
氏
、
木
簡
②
に
つ
い

て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏

・
富
山
県
立
立
山
博
物
館
木
本
秀
樹
氏
か
ら
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『埋
蔵
文
化
財
年
報

４
』
（
一
九
九
三
年
）

同

『埋
蔵
文
化
財
年
報
５
』
盆

九
九
四
年
）

同

『埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
　
平
成
７
年
度
』
全

九
九
六
年
）

（横
山
和
美
・
山
元
祐
人
）

新
潟
・寺
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐４

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
中
頸
城
郡
吉
川
町
大
字
六
万
部
字
寺
町

・
大
宇
町

田
字
上
寺
町

２
　
調
査
期
間

6543

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
五
月
―

一
〇
月

一
一　
一
九
九
二
年
八
月
ｔ

一
一
月

吉
川
町
教
育
委
員
会

秦

繁
治

集
落
跡

・
官
衛
跡
か

縄
文
時
代
早
期
～
前
期
、
人
世
紀
～
九
世
紀
、　
一
〇
世
紀

後
半
～

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

寺
町
遺
跡
の
西
側
と
南
側
は

沖
積
平
野
が
広
が
り
、
約

一
・

五
臨
先
は
標
高
五
ｍ
未
満
の
大

潟
低
地
と
な

っ
て
い
る
。
沖
積

囀

平
野
と
日
本
海
の
間
に
は
潟
町

市

砂
丘
が
延
び
て
い
る
。
南
東
の

顎
城
村
矢
住
―
吉
川
町
六
万
部
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ｔ
原
之
町
に
は
顕
法
寺
城
跡
の
あ
る
峰

（標
高
一
八
三
二
一面
）
を
主
峰
と
す
る

丘
陵
が
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
東
約

一
五
〇
ｍ
に
は
沖
積
地
を
隔
て
て
古

町
Ｂ
遺
跡
が
あ
る
。
本
遺
跡
及
び
古
町
Ｂ
遺
跡
を
の
せ
る
原
之
町
面
は
、
丘
陵

か
ら
舌
状
に
北
西
に
延
び
、
緩
く
傾
斜
し
て
沖
積
平
野
に
没
し
て
い
る
。
標
高

九
―

一
二
ｍ
を
測
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
県
営
ほ
場
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
り
、
吉
川
町
教
育

委
員
会
が

一
九
九
三
年
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
総
面
積
三
万
四
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ポ
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　
第

一
次
調
査

調
査
区
は
遺
跡
の
北
側
に
あ
た
り
、
発
掘
面
積
は
約

一
万
三
〇
〇
〇
♂
、
主

要
な
範
囲
は
東
西
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北
六
五
ｍ
で
あ
る
。

遺
構
は
縄
文
時
代
早
期
の
袋
状
土
坑
四
基
、
古
代
前
半

（八
～
九
世
紀
▼

古

代
後
半

（
一
一
ｔ
〓
一世
紀
）
の
掘
立
柱
建
物
九
棟

・
溝
三
条

・
畝
五
群
、
中
世

盆

三
―
一
五
世
紀
）
の
掘
立
柱
建
物

一
人
棟

・
溝

一
五
条

。
井
戸

一
四
九
基

・

土
坑
三
四
九
基
な
ど
で
あ
る
。

遺
物
の
出
土
量
も
多
く
、
七
七
〇
〇
点
を
数
え
る
。
内
容
的
に
は
土
師
器
、

須
恵
器
が
全
体
の
七
分
の
五
を
占
め
る
。
木
製
品
の
遺
存
状
態
が
良
好
で
、
井

戸
枠
材

・
匙

。
曲
物

・
独
楽

・
木
槌

・
自
在
釣
の
鉤

・
箸

・
柄
杓
の
柄

・
木

箆

・
漆
塗
り
製
品

（皿
・
鉢
・
椀
・
膳
の
脚
）
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
遺
跡
の
東
寄
り
、
二
四
号
建
物

（八
二

孟

×

四
・
八
ｍ
）
の
西
側
に
位
置
す
る
。
標
高
は
九
ｍ
で
あ
る
。
方
形
の
素
掘
り
井

戸
で
、
深
さ
は

一
。
九
ｍ
を
測
る
。
木
簡
は
井
戸
底
の
黒
色
土
中
か
ら
珠
洲

焼

・
瀬
戸
美
濃
焼

・
陶
器
、
木
製
品
、
植
物
遺
体

（ア
サ
・
サ
ィ
ン
ョ
ウ
・
ウ

リ
・
グ
ヽヽ‥

モ
モ
・
ム
ギ
・
ソ
バ
・
ツ
プ
ラ
ヱ
ン
）
な
ど
と
と
も
に
文
字
面
を
下
に

し
て
出
土
し
た
。
井
戸
の
使
用
時
期
は

一
三
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
。

一
一　
第
三
次
調
査

調
査
区
は
遺
跡
の
中
央
部
に
あ
た
り
、
発
掘
面
積
は
約
八
〇
〇
〇
♂
、
主
要

な
範
囲
は
東
西

一
五
七
ｍ
南
北
五
五
ｍ
で
あ
る
。

遺
構
は
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
陥
穴

一
基
、
古
代
後
半

（
一
〇
世
紀
後
半
ｔ
一
一
世
紀
後
半
）
の
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
古
代
末

（
一
二
世
紀

前
半
）
の
掘
立
柱
建
物

一
棟

。
井
戸

一
九
基

・
土
坑

一
基

。
畝

一
群
、
中
世

０

三
―
一
五
世
紀
）
の
掘
立
柱
建
物
八
棟

。
溝

一
〇
条

・
井
戸

一
一
五
基

・
貯

蔵
穴
状
大
土
坑

一
基

。
土
坑
七
基
な
ど
で
あ
る
。

遺
物
の
出
土
量
も
多
く
、
三
三
〇
〇
点
を
数
え
る
。
内
容
的
に
は
土
師
器
、

須
恵
器
が
約
半
数
を
占
め
る
。
木
製
品
の
遺
存
状
態
も
良
好
で
、
下
駄

・
加
工

木
片

・
漆
塗
り
製
品

（皿
・
椀
・
然
）
・
紡
錘
車

・
曲
物

・
木
鋤
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
、
七
号
建
物

（四
・
八
五
ｍ
×

一三
二
冨
）
の
東
南
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
は
約

一
〇

・
五
ｍ
で
あ
る
。
方

形
の
素
掘
り
井
戸
で
、
深
さ

一
・
七
ｍ
を
測
る
。
遺
物
は
、
井
戸
底
に
近
い
黒

色
土
中
か
ら
須
恵
器

。
珠
洲
焼

。
砥
石

・
木
材
が
伴
出
し
た
。
井
戸
の
使
用
時

期
は
、
出
土
遺
物
な
ど
か
ら

一
三
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
木
簡
の
使
用
年

代
は
井
戸
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。



木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
、
墨
書
土
器
で
は

一
四

。
一
五
Ｌ
区
の
深
堀

内
出
土
の
須
恵
器
蓋
天
丼
に

「木
」
、
同
内
面
に

「
十
嶋
人
」
と
記
し
た
も
の

各

一
点
の
ほ
か
、
須
恵
器
高
台
付
椀
に
漆
書
で

「○
」
と
記
し
、
線
刻
で

「＼
」
の
窯
印
を
伴
う
も
の

一
点
、
「
十
嶋
継
」
「
＝
」
「□

〔
山
ヵ
ピ

各

一
点
、

「
十
」

一
一
占
〔
（う
ち
一
点
は
刻
印
に
よ
る

「十
」
の
窯
印
を
伴
う
）
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、　
一
九
九
四
年
に
行
な
わ
れ
た
第
二
次
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土

器
に
は
、
二
五
号
井
戸
出
上
の
須
恵
器
有
台
杯

「
十
」
「島
継
」
各
二
点
、
無

台
杯

「島
継
」
二
点
、
「□
」

一
点
、
須
恵
器
蓋

「島
継
」
二
点
、
五
〇
号
井

戸
出
土
の
須
恵
器
無
台
杯

「主
」

一
点
、
土
師
器
無
台
杯

「王
」

一
点
、
「主
」

三
点
、
二
〇
三
号
井
戸
出
土
の
須
恵
器
有
台
杯

Ｅ
Ｅ

「継
」
「上
山
」
各

一
点
、

七

。
人
Ｊ

・
Ｋ
区
水
田
採
集
の
須
恵
器
無
台
杯
底

「甲
」

一
点
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
二

・
三
次
調
査
出
上
の
墨
書
土
器
は
九

。
一
〇
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

⑪

　

「宗
住
庵
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌ｏ泉
ω斐
『
冨

宗
教
に
関
係
し
た
名
称
で
あ
る
。
本
遺
跡
所
在
地
の
小
字
名
寺
町

・
上
寺
町

と
関
わ
る
か
。

一
一　
第
三
次
調
査

（梵
字
）

「
□
蘇
民
将
来
之
子
孫
人
家
也

（符
篠
こ

］
〇
∞
〉〈
］
〇
　
］
〉〈
］
　
　
〇
伽
Ｐ

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
中
頸
城
郡
吉
川
町
教
育
委
員
会

「寺
町
遺
跡
第

一
次
発
掘
調
査
報
告

圭
屋

（
一
九
九
三
年
）

同

「寺
町
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
」
全

九
九
四
年
）

同

「寺
町
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
報
告
書
」
全

九
九
五
年
）

（楽

繁
治
）




